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移動販売　身近な場所で　買い物楽しく
４月17日（水）、あすみ野地区のいきいきサロンで、総合衣料
品店みかわやさんの移動販売が行われました。数々の品を手に
とって眺めたり、参加者同士似合う洋服を選び合ったりと買い物
を楽しんでいる様子が沢山見られました。
一人では買い物が大変という方でも、自宅の近くで、自分で好
きなものを選んで買うことのできる移動販売は、買い物支援の大
きな役割を担っています。
みかわやさんの移動販売は、滝沢市内でも様々な地域で行われ
ており、希望があれば、地域のサロン等に出向いてくれます。



令和６年度 事業計画

【基本方針】
○ 複雑・多様化する生活・福祉課題に対応するため、市行政、自治会、民生委員児童委員、関係機関・団体、地
域住民、ボランティアといった地域のあらゆる社会資源と連携し、相談・支援機能の充実と強化を進めます。
○ 令和４年度に策定した第３期滝沢市地域福祉活動計画（令和５年度～令和９年度）に掲げた基本目標 “みんな
で支え合い、学び合い、誰もが福祉活動に参加できる地域づくり” に向けて、それぞれの事業の目標達成を目
指し、地域住民が主体となった「お互いさま」と「支え合い」の地域福祉活動を進めます。

人材づくり
支え合いの心を育て
地域福祉の醸成を図ります

誰もが「お互いさま」の気持ちを持
ち、地域福祉や地域づくりに積極的
に関わる人材づくりを目指します。

・ 福祉ボランティアまつり開催事業
・ ハートフルピクニックの開催
・ キャップハンディ体験学習の普及活動
・ 社会福祉協力校育成事業
・ 社会福祉作文コンクール開催事業
・ 障がい者等支援ボランティア入門講座の開催
・ ボランティア活動センター事業 など

【おもな事業】
・ 住民福祉座談会等の開催
・ 生活支援体制整備事業の推進
・ ご近所支えあいマップの作成活用
の支援
・ 生活福祉資金の貸付事業
・ 安心生活相談・くらしの相談事業
・ ファミリー・サポート・センター
事業の運営
・ 子育てサロン「チャチャチャ」の
開設

・ 滝沢市つながり・つながる・
フードパントリープロジェクト
・ おげんき見守りシステム
・ 生活困窮者自立支援事業
・ フードドライブ活動の振興
・ 日常生活自立支援事業
・ 成年後見制度推進事業
・ エンディング支援事業
・ 睦大学の運営
・ 訪問ふくし理容サービス事業
・車いす貸出事業 など

仕組みづくり
地域課題の発見から解決までの

機能の充実を図ります
地域課題の発見から解決までの過程
において、地域と社協、行政等関係
機関がそれぞれの役割のもとに活動
し、必要に応じて柔軟かつ迅速に連
携、協働することができる仕組みづ
くりを目指します。

地域づくり
地域で活躍する個人・組織を支え

地域福祉の活性化を図ります
地域の中で地域福祉や地域活動などを行って
いる個人や組織を支援することで、支援を必
要としている人が多様で重層的な支援を受け
ることができる地域を目指します。

【おもな事業】
・ 地域福祉ゆいづくり事業の推進
・ 災害ボランティア活動センター
・ 福祉関係団体事務受託、活動協
力・支援
・ 地域福祉活動助成事業支援
・ 市民福祉センターの管理運営

など

【おもな事業】
・ 会員制度の充実
・ 理事会・評議員会等の適正開催
・ 監事監査の実施
・ 共同募金運動への協力
・ 社会福祉協議会組織の強化
・ 人材育成及び研修事業への参加
・ 関係機関との連携強化に向けた交流・
情報交換 など

組織づくり
地域福祉を推進するための

基盤強化を図ります
地域福祉を着実に推進するため、より
一層の社協活動の見える化を進め、社
協の認知度向上を図るとともに、組織
の基盤強化を目指します。
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令和６年度 収支予算
≪収入≫ １５０，９１９千円

≪支出≫ １５０，９１９千円

会費収入……………………………… 7,500千円
寄附金収入……………………………… 600千円
補助金収入……………………………41,217千円
受託金収入……………………………63,473千円
貸付事業収入…………………………… 300千円

事業収入………………………………… 809千円
負担金収入……………………………… 280千円
受取利息配当金収入……………………… 10千円
その他の収入……………………………… 19千円
その他の活動による収入…………… 7,967千円
前期末支払資金残高…………………28,744千円

人件費支出……………………………31,016千円
事業費支出……………………………78,522千円
事務費支出…………………………… 4,836千円
貸付事業費支出………………………… 800千円

助成金支出…………………………… 1,515千円
その他の活動による支出……………10,475千円
当期末支払資金残高…………………23,755千円

キャップハンディ体験とは、障がいのある状態を疑
似体験することを通じ、障がいのある人も、そうでな
い人もともに暮らす社会についての「気づき」をうな
がすことを目的とした体験学習です。
毎年、市内各校の体験学習をお手伝いしています。
白杖体験は、児童に速やかに資材を配布し、早く準備
が整えば体験時間も多く設けることができます。短い
授業時間の中で、できるだけ多くの「気づき」を共有
するためには、ボランティアの皆様のご協力が不可欠
です！本講座を受講し、学校での体験学習に参加しま
せんか？

●日　時　６月26日（水）
13時30分～15時00分

●会　場　ＪＲ小岩井駅
●定　員　10名
●内　容　白杖体験
●講　師　ＵＳ倶楽部

代表　佐藤 裕弥 氏
●参加費　無料
●申込み　 ６月14日（金）までに、電話又

はファクスで社会福祉協議会へ
お申込みください。

キャップハンディ体験学習サポート
ボランティア養成講座

キャップハンディ体験とは、障がいのある状態を疑

受講者募集！
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いわて〝おげんき〟みまもりシステム
「いわて “おげんき” みまもりシステム」は、地域に暮らす高齢者の皆さんが、安心して自立した生活が
続けられるよう開発された見守りシステムです。
高齢者の方が、ご自宅の電話機の番号を押して、自分から「元気です」と発信することで、「他人に迷惑

をかけたくない」という気持ちに添いながら、地域で見守りを行う仕組みです。

◎対象者
滝沢市内にお住まいのひとり暮らし高齢者、また
は高齢者世帯の方
※毎日電話をかけて健康状態を発信できる方
◎利用料
利用料は無料ですが、１回あたりの通話料金
10円（月300円程度）は自己負担となります。
◎利用について
・登録後、１日１回を目安に、電話機を使って健康
状態を発信していただきます。
・ご家庭で使用している電話機（固定電話・携帯電
話）を利用します。新たな機器を取り付ける必要
はありません。
・別居親族（子ども・兄弟等）へご自分の発信結果
をメールで自動送信することができます。（希望
者のみ）

≪対象となる方≫  滝沢市在住で、18歳以下の子どもを一人で養育している経済的にお困りごとを抱えて
いる世帯

≪募集世帯数≫ 50世帯
※ 申込内容をお住いの地区を担当する民生児童委員と共有することに同意する方が参
加できます。
※ 先着順・定員に達した時点で受付終了。初めてフードパントリーに申し込みされる
方、今までの利用回数が少ない方を優先させていただきます。

≪申込受付期間≫ 令和６年６月24日（月）午前９時から令和６年６月26日（水）正午まで

≪申込方法≫ 右のQRコードを読み取り、フォームへアクセスしてください。
QRコードからの申し込みが難しい方は、専用申込書からお申し込み
ください。申込書は社会福祉協議会窓口にて配布いたします。

≪配布日時・場所≫ 令和６年７月29日（月）16時から19時まで　滝沢市市民福祉センター

◎申込み・問合せ
滝沢市社会福祉協議会（電話６８４－１１１０）まで
ご連絡ください。

【利用者の声】
・ひとりで不安だったけど、つながっているところ
があると思えるだけで安心感があります。
・毎日電話することで、生活にハリができました。
・話し相手ができたようで嬉しいです。

ひとり暮らし高齢者の安心生活をサポート

第12回　滝沢市つながり・つながる・フードパントリープロジェクト
様々な事情により経済的にお困りごとを抱えている市内在住のひとり親世帯を対象に、地域から孤立してしま
うことの無いように、市内外の個人・団体のご協力のもと食料品を無料提供して支援するプロジェクトです。
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お知らせ・ご案内滝 沢 市 社 会 福 祉 協 議 会
住　所　滝沢市中鵜飼 47－１

滝沢市市民福祉センター内
T E L　684－ 1110　F A X　684－ 1121
Eメール：info@takizawa-shakyo.or.jp



生活困窮者自立相談支援事業
生活の不安や心配を
ひとりで悩んでいませんか？
どのような支援が必要かをあなたと一緒に考え、具体的なプランを
作成し、寄り添いながら自立に向けた支援をお手伝いします。

抱え込まずに、まずはお気軽にご相談ください。

相談対応中の場合があるため、来所でのご相談を希望される場合は 事前にご連絡をお願いいたします。

TEL：０１９－６８４－１１１０ 受付時間：月～金曜日　８時３０分～１７時１５分

就労準備支援事業

住居確保給付金

※ この事業は滝沢市から「生活困窮者自立支援事業」の委託を受け運営しています。

【 相談の内容例 】

生活に困っているが
どこに相談してよい
かわからない

借金のことで悩
んでいる

ひきこもってい
る家族のことが
心配

仕事をやめたの
で家賃の支払い
が心配

働きたいけど仕事
がなかなか見つか
らない

家計改善支援事業

日中活動支援プログラム

働く自信がない、コミュニケー
ションに自信がない、生活のリ

ズムが乱れがち等の悩みに対し、就労に向
けたプログラムにそって支援を行います。

※資産・収入等の要件あり

離職などで住居を失う恐れが
ある方等に対し、一定期間、家賃相当
額を支給し就職に向けた支援をします。

家計の状況と課題を把握し、相
談者が自ら家計を管理できるよ

う支援します。必要に応じて貸付や関係機
関へのつなぎ等を行います。

引きこもり状態や社会とのつながりが希薄
な方、求職中の方等が集まり、ボランティ

ア活動と簡単メニュークッキングを行います。毎月１
回、２時間程度（午前中）の活動です。参加料金は無料。

心配
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相　談　名 月　　日 時　　間 会　　場 予約締切日

く ら し の 相 談
くらしの相談員が、困り事の相談に応
じます。

5月28日（火）

10：00－12：00

滝沢市市民福祉センター
（中鵜飼47-1）

予約不要
6月11日（火）
6月25日（火）
7月  9日（火）

相続 ･ 登記相談
司法書士が、相続や登記に関する問題
などに応じます。

≪ご予約が必要です≫

6月20日（木） 10：00－12：00 ６／18

7月18日（木） 9：00－12：00 ７／16

法 律 相 談
弁護士が、財産や債務問題、その他生
活のトラブルなどの問題に応じます。

≪ご予約が必要です≫

5月21日（火） 10：00－12：00 ５／17

6月  4日（火） 14：00－16：00 ５／31

6月18日（火） 10：00－12：00 ６／14

無料相談所のお知らせ ご予約 ☎684-1110
市民の皆さまを対象とした各種相談所を開設しています。
ひとりで悩みを抱え込まず、一緒に考えましょう。
プライバシーは厳守します。
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市民福祉センターをご利用下さい
【施設の貸館】※要事前予約
午前９時～午後９時
（土日祝日は午後５時まで）
※毎月第２日曜日、年末年始は休館

【福祉風呂】
月曜日と金曜日　正午～午後４時
※60歳以上の滝沢市民が対象

【ヘルストロン（無料）】
月～金曜日　午前９時～午後９時
※土日祝日　午前９時～午後５時
※ 感染症予防のため、マスクの着用・
手指消毒にご協力下さい。

6令和６年５月15日　福祉おもいやり




